
国公労連女性協は２月２

日～３日、都内で08春闘拡

大代表委員会を開催し、女

性協の08春闘方針を満場一

致で決定しました。拡大代表

委員会は13単組２ブロック12

県国公、48名が参加し、短

時間ではありましたが熱のこ

もった討論を繰り広げました。

拡大代表委員会に先立ち、

国公労連秋山中執から「労

働基本権を考える」学習会を

行っていただきました。遠くな

い将来、私たち国家公務員

にも労働基本権が戻り、自分

たちの労働条件を自分たち

で決めていかなければなら

なくなったときにあわてないよ

う、きちんと学習を重ねてい

きましょう。

討論では、「時短の早期実
現を」、「社保庁職場は業務

に忙殺され、退職者とメンタ

ル疾患者が続出」、「定員削

減で、育児のための短時間

勤務などの各種制度が活用

できない」との発言が相次ぎ

ました。非常勤職員の労働

条件改善を求めるとりくみな

ども報告され、５月30日（金）

～31日（土）宮城県松島で行

われる第38回国公女性交流

集会についても、東北ブロッ

クから実行委員会を立ち上

げ、集会成功に向けて奮闘

するとの決意表明がありまし

た。

委員会の最後には、一刻も

早い所定勤務時間短縮を求

め、厳しい情勢だからこそみ

んなで連帯し、人間らしく働

く職場を実現するために奮

闘しよう、との08年春闘アピー

ルを採択しました。

一日目の夜には、夕食を

兼ねた懇親会に35名が参加

し、この春定年退職される沖

縄県国公の川崎さんのすば

らしい三線の音色と歌声に

聞き惚れながら、交流を図り、

会議とはまた違った和やかな

ひとときを過ごしました。

また、今拡大代表委員会で

は、「社保庁の女性組合員

に励ましのメッセージを送ろう」

と参加者に呼びかけて、休

憩時間などに「内職友の会」

を立ち上げ、小さな折り紙で

作ったおひな様を添えた一

言メッセージを700通作成し

ました。

参加者

からは、

女性ならではのきめ細やか

な取り組みだと大変好評でし

た。このメッセージは２月16

全厚生に、すべての全厚生

女性組合員に渡してもらうよ

うお願いをしました。
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らしやすい社会を！

仲間との連帯を大切にし、男女平等で人間ら
しく働き続けられる職場を実現しよう！

安全安心な公共サービスを
確立し、くらしと命を守ろう！

女性協
08拡大代表委員会開催

国
公
労
連
女
性
協
か
ら
社
会
保
険
支
部
の
す

べ
て
の
女
性
組
合
員
に
激
励
の
手
作
り
し
お
り

が
届
き
ま
し
た
。
２
月
１
６
日
の
社
会
保
険
支

部
代
表
者
会
議
で
、
国
公
労
連
女
性
協
の
阿
部

議
長
か
ら
直
接
、
支
部
の
代
表
に
託
さ
れ
ま
し

た
。し

お
り
は
、
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
。
応
援

し
て
い
ま
す
」
「
み
ん
な
仲
間
で
す
。
未
来
を

信
じ
て
、
体
だ
け
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
」

「
あ
な
た
の
宝
物
は
な
ん
で
す
か
？
あ
な
た
は

私
た
ち
の
宝
で
す
」
な
ど
の
直
筆
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
お
雛
様
の
折
り
紙
が
つ
い
て
い
ま
す
。
２

月
２
・
３
日
の
国
公
労
連
女
性
協
拡
大
代
表
委

員
会
参
加
者
を
通
じ
て
全
国
の
仲
間
の
手
で
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
全
女
性
組
合
員
は
、
机
の
上
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
差
し
込
ん
で
飾
っ
た
り
、
ブ
ッ

ク
エ
ン
ド
に
利
用
し
た
り
、
「
ひ
な
祭
り
も
近

く
そ
ん
な
季
節
に
相
応
し
い
あ
し
ら
い
で
嬉
し

い
で
す
」
、
「
か
わ
い
い
。
よ
く
こ
ん
な
小
さ

く
折
れ
ま
し
た
ね
」
、

「
あ
り
が
た
い
で
す
」
、

「
心
強
い
で
す
」
と
、

感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
「
全

厚
生
新
聞
」
か
ら
）



さあ、今年も国公女

性交流集会の季節がやっ

てきました。

今回は、新緑の美し

い５月に、東北・宮城

県松島での開催となり

ます。現地の東北ブロッ

クでは、すでに実行委

員会が立ち上がりニュー

ス発行や物資販売の準備

も着々と進んでいます。

今年の集会は、「連帯・

交流そして行動」をコン

セプトに、「集まれ 大

きな井戸端会議」と銘打っ

て開催します。

記念講演には、雨宮処

凜さんにお願いしている

ところです。雨宮さんの

前向きな生き方や社会と

の関わりを通して、私た

ちは今何をすべきなの

か考えてみましょう。

職場では、人が減ら

されても業務量は減ら

ず、一人あたりの負担

は増える一方です。ま

た、男女平等だとして

男性並みに働くことを

余儀なくされているこ

とも事実です。

職場でのコミュニケー

ションがなくなってきて

いる中、日頃職場で家庭

で不満に思っていること、

悩んでいることを話して

みませんか？同じことを

思い悩んでいる人が、す

ぐ近くにいるかもしれま

せんよ。

元気と勇気を各職場地

域に持ち帰っていただけ

る集会にしたいと思ってい

ますので、是非声を掛け

合って、ご参加ください。
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事
務
局
長
の
つ
ぶ
や
き

事
務
局
長
の
橋
本
で
す
。

寒
さ
厳
し
か
っ
た
今
年
の
冬
は

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
が
高
騰
し
生
活

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
中
国
野
菜

の
残
留
農
薬
も
心
配
で
す
。

家
計
を
考
え
る
と
な
る
べ
く
安

心
で
安
い
も
の
を
と
思
い
ま
す
が

残
業
続
き
で
ス
ー
パ
ー
終
了
間
際

に
駆
け
込
む
日
々
で
は
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
と
は

い
っ
て
も
健
康
第
一
で
す
か
ら
知

恵
を
絞
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（2）

イメージキャラクター

宮崎県国公女性協からのニュースです
（各県国公女性協のニュースもお寄せください）

日時 ２００８年５月３０日（金）
～３１日（土）

場所 宮城県松島町 ホテル一の坊

メインテーマ
『仲間との連帯を大切にし、みんなでつくろう

いきいきと働き続けられる職場を』

ニュース「みどり
通信」も読んでね。

国公HPにも掲載中！


